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株式会社インテック 

GPSの届かない屋内も、スマホで誘導 

〜ハイブリッド方式の『スマートフォン向け屋内位置推定技術』を独自開発〜 

 

 IT ホールディングスグループの株式会社インテック（本社：富山県富山市、代表取締役社長：

滝澤光樹、以下インテック）は、スマートフォンを活用した屋内位置推定技術を開発しました。

iPhone や Android などスマートフォンの内蔵センサーから取得した位置情報と音波による位置

補正情報を組み合わせた独自の“ハイブリッド方式”で、GPS（Global Positioning System）衛

星の電波が届かない屋内や地下空間での現在位置を推定します。ショッピングモールや地下街の

店舗ガイド、屋内でのスタンプラリーなど各種イベント、文化施設での案内などへの応用が期待

できます。現在、特許出願中です。 

インテックは、本技術を 11 月 27 日から開催される「第 21 回 新聞製作技術展」に出展し、同

日より本技術を使ったソリューションの販売を開始します。 

 

【開発の背景】 

 近年、スマートフォンの急速な普及により、屋外の位置情報と連携して広告やクーポンなどを

配信するようなさまざまなサービスが提供されています。これらのサービスを提供するためには、

GPS 衛星の電波や携帯電話基地局情報を使用した位置情報を取得することが必要です。しかし、

屋内や地下空間では GPS 衛星の電波が届きにくく、携帯電話基地局情報を使用した測位では精度

誤差が数キロメートルと大きいため、屋内での位置情報の取得が困難でした。 

インテックは、これらの課題を解決してさまざまなサービス提供ができるよう、屋内での位置

情報を取得する研究開発を進めてきました。 

 

【本技術について】 

 インテックが開発した本技術は、歩行者自律航法＊１により取得した相対位置情報と、音波信号

技術＊２により取得した位置補正情報を組み合わせたハイブリッド方式により、屋内や地下空間で

測位をするものです。 

例えば店舗へ導入した場合、スマートフォンを持った会員が来店すると、まずスマートフォン

に内蔵されたセンサーから相対位置情報を取得します。相対位置情報のみでは最大数メートルの

誤差があるため、店舗内に複数設置した、人には聞こえない音波信号を発する装置から、位置を

補正する信号を内蔵マイクで取得し、より正確に現在位置を推定します。 

これにより、GPS 衛星の電波では取得できなかった実際の来店状況が取得できるほか、地上、

地下を問わずフロアごとに信号装置を設置することで、現在スマートフォンが何階のどのエリア

にいるのか、という情報も取得することができます。 

店舗は信号装置を設置するだけで、本技術を使ったソリューションを極めて簡単かつ低コスト
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で導入することができます。また会員は、店舗側が提供するアプリケーションをスマートフォン

にダウンロードすれば、他に周辺機器を追加することなく、その場で使えるクーポンなど店舗か

ら配信される各サービスを利用することができるようになります。 

 

本技術の主な特長は、以下のとおりです。 

１）GPS 衛星の電波が届かない屋内、地下空間にて測位できる 

２）高い精度（誤差 1 メートル～数メートル） 

３）iPhone などの iOS および Android OS デバイスに対応 

４）スマートフォンに周辺機器を追加することなく利用できる 

 本技術は、米国 Apple 社の App Store＊３審査にも対応できることを確認しており、いわゆる

Wi-Fi 測位＊４などの従来の技術では実現困難だった利用シーンにも適用することができます。 

 

 

図１ ハイブリッド方式による屋内位置推定技術（店舗での導入例） 

 

【事業展開と実証実験】 

インテックは本技術を、各種イベント企画、観光案内アプリケーションとの連携、商店街やシ

ョッピングモール、駅ビル、空港、地下街を対象とした O2O(Online to Offline)サービス＊５の提

供、屋内広告メディアなどに活用できると考えています。 

＜活用イメージ＞ 

①店舗の中で実施中のイベントやキャンペーンを案内 

買い物チラシを見ていないご来店中のお客さまにも、お得な情報を通知できます。 
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 ②買い物中のお客さまへお店の中ですぐに使えるクーポンを提供 

目の前の商品のクーポンを配布することで購買意欲を向上させます。 

③商品売場検索・簡易ナビ 

お客さまが商品を見つけられずに退店するなどの機会損失防止や、スタッフの配置の効率化

が期待できます。 

 

 また、実際の店舗においてこの技術を適用できるかどうかの実証実験も進めており、実験にご

協力いただいた方々からは「宝探しのようで楽しかった」「店舗を歩きながら特典を得られるのが

面白い」などの声が寄せられました。 

 

 インテックは、本技術を活用して広告メディアの新しいスタイルを確立し、駅、空港や商店街

など地域コミュニティへ貢献できるソリューションを提供してまいります。 

 

図２ 本技術の応用先（例） 

 

【イベント出展】 

インテックは、「第 21 回 新聞製作技術展」において、本技術のデモンストレーションを行いま

す。ぜひご来場ください。 

  イベント：「第 21 回 新聞製作技術展」（JANPS2012、主催：日本新聞協会） 

日  時：2012 年 11 月 27 日(火)～29 日(木) 10:00～17:00 (最終日は 16:00 まで) 

会  場：東京ビッグサイト(東京国際展示場)東 6 ホール 

ブース⑱（サカタインクス株式会社ブース内に共同出展） 
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＊１ 歩行者自律航法 

   スマートフォンに内蔵された加速度センサーによる移動距離と地磁気センサーによる移動

方位の取得により相対的な位置を推定する技術。 

＊２ 音波信号技術 

   人の非可聴周波数帯を使用した音波により、情報を伝達する信号技術。 

＊３ App Store 

   米国 Apple 社が運営する iPhone、iPad、iPod touch 向けアプリケーションのダウンロー

ドサービス。審査ガイドラインに適合したアプリケーションのみ、配信が認められている。 

＊４ Wi-Fi 測位 

   無線 LAN の情報をもとに位置を推定する技術。 

＊５ O2O（Online to Offline）サービス 

   オンラインとオフラインの購買行動を連携させるためのサービス。 

 

◆株式会社インテックについて 

お客さまの経営戦略に沿った情報化戦略の立案からシステムの企画、開発、アウトソーシング、

運用保守まで、IT分野において幅広く事業を展開しています。特に、データセンター事業は、

東京、横浜、大阪、富山などのデータセンターを高速回線で接続した高信頼性サービスを提供

しています。2014年1月11日に創立50年を迎えるインテックは、産業と社会システムの高次化

に資するユビキタスICTカンパニーとして、グローバルな視野で、次なる50年へと新たな挑戦

を続けてまいります。 

参考） インテック ホームページ http://www.intec.co.jp/ 

 

◆ITホールディングスグループについて 

ITホールディングスグループは、様々なお客さまをITで支援するITエキスパート集団です。 

進化し続ける企業グループとして、グループ各社の個性を活かし総合力で応えます。 

 

※ 本文に記載されている会社名、商品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載した内容は本発表日現在のものです。 

 

 【報道関係からのお問い合わせ先】 

株式会社インテック 広報室 

TEL：03-5665-9807 FAX：03-5665-9813（東京：渡邉） 

TEL：076-444-8008 FAX：076-444-1161（富山：稲田） E-Mail: press@intec.co.jp 

 

【本展示に関するお問い合わせ先】 

株式会社インテック NSG 事業部 メディアソリューションセンター 営業部 井原、福島 

TEL：03-5665-5097 E-Mail: info_nsgmsc_s@intec.co.jp 

 

【技術に関するお問い合わせ先】 

株式会社インテック 先端技術研究所 研究開発部 遠藤、永見 

TEL：03-5665-5011 E-Mail: info-ati@intec.co.jp 


